
 

 

―
三
条
別
院
を
建
立
し
た
宮
大
工
を
追
っ
て
― 

皆
さ
ん
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
宮
大
工
長
谷
川

熊
平
を
中
心
と
し
た
優
れ
た
技
術
者
集
団
が
旧
三
島
郡

三
島
町
に
存
在
し
、
三
条
別
院
始
め
県
内
外
の
多
く
の

神
社
仏
閣
を
築
い
た
事
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。 

そ
の
軌
跡
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
熊
平
は
、
三
条
月
岡
浄
照
寺
建
立
時

に
土
屋
法
潤
住
職
の
世
話
で
帝
室
技
芸
員
の
名
匠
伊
藤

平
左
衛
門
の
門
弟
と
な
り
、
そ
の
後
独
立
。
築
地
本
願

寺
別
院
、
長
岡
金
峯
神
社
、
弥
彦
神
社
な
ど
次
々
と
神

社
仏
閣
や
名
家
を
建
築
し
、
多
く
の
弟
子
を
育
て
、
五

十
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。 

三
島
に
は
熊
平
の
優
れ
た
功
績
や
人
望
を
称
え
る
石

碑
が
弟
子
等
に
よ
り
建
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
碑
文
を

解
読
し
た
結
果
、「
三
条
別
院
再
建
工
事
の
計
画
を
伊
藤

氏
の
代
わ
り
に
行
い
、
七
年
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。」
と

刻
ん
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

更
に
調
査
し
、
三
条
別
院
の
記
録
『
助
音
方
日
記
』

を
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、
棟
札
の
写
し
に
大
棟
梁
伊
藤
平

左
衛
門
、
副
棟
梁
伊
藤
吉
太
郎
、
主
任
櫛
田
清
吉
、
長

谷
川
熊
平
と
あ
り
、
熊
平
の
弟
子
等
の
名
も
多
く
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
三
島
郷
土
資
料
館
所
蔵
の
熊
平
直
筆

の
三
条
別
院
図
面
集
や
熊
平
に
宛
て
た
伊
藤
氏
の
手
紙

か
ら
、
名
古
屋
に
い
る
伊
藤
氏
の
名
代
で
熊
平
ら
が
再

建
を
担
っ
た
と
伺
わ
れ
ま
す
。 

三
条
別
院
は
、
当
時
日
本
一
の
建
築
家
と
宮
内
省
が

認
め
た
伊
藤
氏
と
、
越
後
随
一
と
云
わ
れ
た
熊
平
ら
が

造
っ
た
大
変
貴
重
な
伽
藍
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
三
条
大
火
後
、
大
勢
の
門
徒
や
宮
大
工
な
ど
の
職

人
や
地
域
の
人
達
が
携
わ
っ
て
再
建
し
、
明
治
四
十
一

年
に
完
成
し
た
本
堂
の
威
厳
と
壮
美
は
、
今
も
な
お
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

熊
平
は
大
正
十
年
、
新
潟
市
西
堀
の
勝
念
寺
再
建
中

に
病
に
倒
れ
亡
く
な
り
ま
す
が
、
現
場
を
案
じ
た
彼

は
、
病
床
か
ら
弟
子
に
細
か
な
指
示
書
を
送
り
ま
す
。

こ
の
手
紙
を
拝
読
す
る
と
最
後
ま
で
職
人
魂
を
貫
い
た

方
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。 

技
術
者
集
団
の
優
れ
た
功
績
を
記
し
た
三
島
郷
土
資

料
館
に
皆
様
も
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
先
人
が
築
い
た
技
術
力
の
高
さ
や
崇
高
さ
に
驚
か

さ
れ
、
別
院
の
本
堂
で
熊
平
が
采
配
を
振
る
う
姿
が
目

に
浮
か
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

山
際
陽
子 

星
野
慎
一 
石
倉
綾
子 

（
新
潟
長
谷
川
熊
平
を
考
え
る
会
） 

 

▲
三
条
別
院
は
一
八
二
八
年
の
三
条
地
震
と
一
八
八
一
年
の
三
条
大

火
の
際
に
焼
失
し
て
お
り
、
再
建
の
際
の
棟
梁
が
伊
藤
平
左
衛
門

で
、
本
山
東
本
願
寺
の
両
堂
再
建
の
際
の
棟
梁
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
弟
子
長
谷
川
熊
平
に
つ
い
て
詳
細
に
調
査
さ
れ
て
い
る
「
新
潟

長
谷
川
熊
平
を
考
え
る
会
」
が
昨
年
十
一
月
に
三
条
別
院
に
も
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
ま
た
、
別
院
の
歴
史
の
一
端
も

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

▲
写
真
は
長
谷
川
熊
平
（
上
）
と
別
院
に
調
査
に
来
た
新
潟
熊
平
を

考
え
る
会
の
皆
さ
ん
（
下
）、
三
島
郷
土
資
料
館
Ｈ
Ｐ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
。https://www.city.mishima.shizuoka.jp/kyoudo/ 

              

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

白
鳥 

賢 

氏
（
有
限
会
社
四
季
の
定
期
便
代
表
取
締
役
）
よ
り 

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

 

▲
三
月
末
現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
の
目
途
が
立
ち

ま
せ
ん
。
三
条
別
院
の
あ
る
三
条
市
は
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
が

多
く
、
そ
れ
故
、
長
期
化
す
る
と
経
済
的
な
打
撃
を
受
け
や
す
く
、

特
に
夜
の
飲
食
店
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
三
条
の
経
済
の

実
際
の
状
況
に
つ
い
て
、
ベ
ジ
テ
ー
ブ
ル
社
長
の
白
鳥
氏
に
執
筆
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 

TEL

：0256-33-0007 
 

E-m
ail

：sanjo-betsuin@wing.ocn.ne.jp 



 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、
政
府
主
催
の

九
周
年
の
東
日
本
大
震
災
追
悼
式
典
も
中
止
に
な
り
、
三

条
市
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
追
弔
式
典
も
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
三
条
別
院
で
も
、
参
詣
は
自
粛
と
い
う
こ
と
で
、

職
員
を
中
心
に
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
毎
朝
お
朝
事
に

お
参
り
さ
れ
る
米
山
久
雄
さ
ん
、
浄
圓
寺
の
菊
池
要
さ
ん

も
来
て
く
だ
さ
り
、
今
年
も
勿
忘
の
鐘
を
打
ち
ま
し
た
。

震
災
直
後
は
最
大
八
七
〇
名
ほ
ど
い
た
避
難
者
も
、
現
在

で
は
、
二
十
九
世
帯
七
十
三
名
と
減
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

ど
の
よ
う
な
事
態
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
こ
ち
ら
で
就
職

し
た
方
や
、
故
郷
に
帰
ら
れ
た
方
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
な

ど
、
一
概
に
は
言
え
ず
、
な
か
な
か
複
雑
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
三
条
別
院
・
三
条
教
区
の
子
ど
も
保
養
事
業
（
新

潟
の
お
寺
に
泊
ま
ろ
う
）
等
に
も
何
度
か
顔
を
出
し
て
い

た
だ
い
た
三
条
∞
福
島
「
結
」
の
会
の
佐
竹
紀
さ
ん
（
八

〇
）
も
、
福
島
県
南
相
馬
市
に
昨
年
帰
郷
し
た
そ
う
で
、

三
条
で
の
式
典
に
は
出
席
す
る
予
定
で
し
た
が
、「
行
け

れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
で
は
仕
方
が
な
い
」

と
寂
し
が
っ
て
い
る
、
と
新
潟
日
報
の
記
事
に
あ
り
ま
し

た
。
大
津
波
に
よ
っ
て
全
壊
と
な
っ
た
岩
手
県
陸
前
高
田

市
・
本
稱
寺
の
佐
々
木
隆
道
さ
ん
は
、「
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
」
と
の
願
い
を
込
め
て
、
二
〇
一
二
年
三
月
十
一
日

午
後
二
時
四
六
分
、
土
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
梵
鐘
を
撞
き
、

法
要
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
天
災
か
人
災
か
と
い
う
議
論

も
あ
り
ま
し
た
。
飛
行
機
を
は
じ
め
科
学
技
術
が
進
歩
し

て
人
々
が
世
界
中
を
高
速
で
大
量
に
移
動
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
今
、
感
染
症
の
拡
大
の
速
さ
も
過
去
と

は
比
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
仏
教
は
二
〇
〇
〇
年
以
上
前
か
ら

人
間
の
「
進
歩
」
を
自
我
の
拡
大
と
捉
え
、
そ
れ
に
懐
疑

的
で
し
た
。
三
条
別
院
で
も
、
梵
鐘
の
後
に
、
法
要
を
勤

め
ま
し
た
。
行
事
な
ど
を
自
粛
し
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

仏
さ
ま
の
前
に
座
り
、
仏
教
徒
と
し
て
今
、
何
を
で
き
る

の
か
、静
か
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
斎
木
） 

                           

   宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八
日

に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と
法

話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の
影
響
で
、
三

月
、
四
月
の
法
要
は
内
勤
め
で
、
法
話
は
な
し
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
既
に
講
師
と
内
容
は
決
定
し
て
い
る
た

め
、
五
月
に
再
開
し
た
場
合
は
第
十
章
か
ら
と
な
り
ま
す
。

三
月
の
第
八
章
、
四
月
の
第
九
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
職

員
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
講
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 ◆
日 

時 

毎
月
二
十
八
日
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
信
偈 

行
四
句
目
下 

 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

～
『
歎
異
抄
』
に
聞
く
～ 

四
月 

本
多
智
之
氏
（
第
十
八
組
永
傳
寺
）
【
第
九
章
】
【
中
止
】 

五
月 

朝
倉 

奏
氏
（
第
二
十
組
金
寳
寺
）
【
第
十
章
】 

六
月 

田
村
大
輔
氏
（
第
二
十
組
専
念
寺
）
【

第

十

一

章

】 

▲
法
話
の
記
録 

【
廣
河
が
「『
歎
異
抄
』
に
聞
く
」
を
聞
く
】
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
更
新
し
て
お
り
ま
す
。 

http://sanjobetsuin.or.jp/ 

  

宗
祖
御
命
日
の
つ
ど
い
は
内
勤
め
と
な
り
ま
す 
勿
忘
（
わ
す
れ
な
）
の
鐘
２
０
２
０
報
告 



 

  

毎
月
十
三
日
の
前
門
首
の
ご
命
日
（
両
度
の
命
日
）

に
行
っ
て
い
る
定
例
法
話
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た

し
ま
す
。
二
月
に
仏
教
入
門
講
座
「
釈
尊
伝
」
を
は
じ

め
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
の
影
響
で
、
三
月
、
四
月
は
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
二
月
は
大
勢
の
方
に
ご
聴
聞
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
継
続
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
講
師
の
先
生
と
相
談
の
上
、
九
月
以
降
の
再
開
も

検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

   

○
三
条
別
院
公
開
講
座 

五
月
二
十
四
日
（
日
） 

講
師 

芹
沢
俊
介
氏
（
社
会
評
論
家
） 

内
容 

親
鸞
で
考
え
る
相
模
原
障
害
者
殺
傷
事
件
に
つ
い
て 

本
年
三
月
十
六
日
に
判
決
が
で
た
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、昨
年
に
引
き

続
き
芹
沢
先
生
か
ら
お
話
を
お
聞
き
す
る
予
定
で
す
が
、開
催
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
す
。状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

▲
以
下
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て
も
、
四
月
一
杯
原
則
と
し
て
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
五
月
以
降
は
状
況
を
み
て
再
開
を
判
断
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
既
に
お
申
し
込
み
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
。 

○
別
院
声
明
教
室
（
全
五
回
・
途
中
参
加
可
能
） 

〔
月
一
回
、
午
後
六
時
～
八
時
〕 

二
月
十
八
日
（
火
）〔
済
〕、
三
月
二
十
四
日
（
火
）（
中
止
）、 

四
月
二
十
一
日
（
火
）（
中
止
）、
五
月
八
日
（
金
）、 

六
月
十
九
日
（
金
） 

講
習
内
容 

真
宗
大
谷
派
勤
行
集(

赤
本) 

講 

師 

島
津
崇
之
氏
（
第
十
八
組
満
行
寺
） 

参
加
費 

五
〇
〇
円
／
回 

○
別
院
書
道
教
室 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 

三
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

 

三
月
四
月
は
中
止
と
な
り
ま
す
。 

五
月
以
降
に
代
替
の
講
座
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 

○
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

○
花
講
・
三
条
別
院
有
志
の
会 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
別
院
奉
仕
研
修 

日
程
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◎
冥
加
金 

日
帰
り
一
五
〇
〇
円
、
一
泊
二
日 

二
五
〇
〇
円 

◎
食
事
代
（
昼
・
夕
食
は
業
者
発
注
） 

 

・
朝 

食 

代 
 
 

五
〇
〇
円
、
昼 

食 

代 

一
〇
〇
〇
円
程
度 

 

・
夕 

食 

代 
 
 

一
三
〇
〇
円
程
度 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を
開
催

し
ま
せ
ん
か
？
輪
番
と
随
行
一
名
で
お
勤
め
と
法
話
を
行
い
ま
す
。 

   

二
月
二
十
六
日
付
で
松
浦
寿
公
が
列
座
と
兼
務
で
あ
っ
た
会
計
を

辞
任
し
、二
月
二
十
七
日
付
で
三
条
教
務
所
主
計
の
宮
堂
史
宣
が
三
条

別
院
会
計
事
務
取
扱
に
就
任
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
教

区
・
別
院
の
行
事
と
会
議
が
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
っ
て

い
る
中
、
三
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
三
条
別
院
で
は

春
彼
岸
法
要
を
内
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
例
年
は
、

多
く
の
参
詣
者
と
と
も
に
お
勤
め
を
し
、
ご
講
師
よ
り
ご

法
話
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
様
と
共
に
お
斎
を
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
、
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
こ
の
様
な
自
粛

の
中
で
こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
三
条
別
院
の
列
座
と
し
て
の

自
身
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
改
め
て
、
自
分
が
で
き
て
い

な
い
部
分
を
見
つ
め
直
さ
せ
ら
れ
る
。
行
事
が
無
い
か
ら

こ
そ
、
裸
一
つ
身
の
自
身
が
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
ほ
ど
、
当
初
四
月
初
め
ま
で
で
あ
っ
た
行
事
・
会

議
の
自
粛
を
五
月
六
日
ま
で
延
長
す
る
と
い
う
通
達
が

本
山
よ
り
あ
っ
た
。
い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
、
ど

う
に
も
な
ら
な
い
物
事
の
中
で
、
日
々
、
自
身
の
身
を
正

し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
悩
み
続
け

る
。 

(

松
浦) 

 

▲
春
彼
岸
会
を
含
め
、
宗
祖
御
命
日
（
毎
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
）

は
「
内
勤
め
（
院
内
勤
め
）」
と
し
て
輪
番
と
列
座
で
お
勤
め
を
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
朝
の
晨
朝
法
要
に
つ
い
て
も
平
常
通
り
お
勤
め

し
て
い
ま
す
。多
数
の
人
が
集
ま
る
法
要
で
は
参
拝
は
基
本
的
に
は
自

粛
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
輪
番
・
列
座
が
御
本
尊
に
手
を
あ

わ
せ
、親
鸞
聖
人
・
蓮
如
上
人
の
御
聖
教
を
毎
日
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

別
院
事
務
所
に
も
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
九
時
か
ら
十
七
時
ま

で
（
教
務
所
は
十
七
時
半
）、
土
日
祝
日
は
九
時
か
ら
三
時
ま
で
職
員

が
お
り
ま
す
の
で
、
連
絡
や
ご
相
談
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

そ

の

他

の

講

座

等

に

つ

い

て 

職

員

人

事

異

動

の

お

知

ら

せ 

定

例

法

話

会

中

止

の

お

知

ら

せ 
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お念仏というのは つまり 

自分が自分に 対話する道 
曽我 量深 

The nembutsu is the path by which 
I converse with myself. 

Soga Ryōjin  

 
新型コロナウイルス感染により 

お亡くなりになった方々に哀悼の意を表しますとともに 

発病され療養中の方々、そのご家族の方々に心よりの

お見舞いと、一日も早いご回復を念じ申し上げます 

また、緊迫した状況下で治療に尽力されている 

関係各位に深く敬意を表させていただきます 

2020 年 3 月 19 日 真宗大谷派（東本願寺）宗務総長 但馬 弘 

 ﾒｯｾｰｼﾞ［抜粋］  
各種報道のとおり、新型コロナウイルス感染は、現在、

世界的に深刻化し、日本並びに新潟県においても拡大

が進んでいます。新潟県は、現在、全国 47 都道府県の中

9 番目に感染者の多い県となり、昨日、北海道を抜いて最

多となった東京都では、都知事により「感染爆発の重大局

面だ」として、強い危機感が表明されています。 

そのような中、三条教区・別院としましては、宗派の対応

方針に基づき、継続して感染拡大を防止するため、次のと

おり対応いたしますので、何卒ご理解とご協力をお願いい

たします。なお、この方針については状況に応じ随時変更

します。また 5 月以降の方針については、次号（第 152 号、

4 月末発行）にてあらためてお知らせします。  
・ 研修等については原則中止（又は延期）とします。 

・ 法要等については内勤め（職員によるお勤め）とします。 

・ 諸会議については、やむを得ない場合を除いて原則中

止（又は延期）とします。 

・職員のマスク着用、手洗い・消毒等予防対策を徹底します。 

宗派の対応方針については、宗派ｳｪﾌﾞｻｲﾄをご参照くだ

さい（higashihonganji.or.jp）。また教区別院ｳｪﾌﾞｻｲﾄの最新

情報欄にてもご覧いただけます（sanjobetsuin.or.jp）。  

災害支援実行委員会の活動にご協力ください 

主に春夏の保養事業を活動内容としております災害支援実行

委員会の活動資金収入であります災害救援・復興カンパ金につ

きまして、引き続き勧募いたしております。今後とも皆様のご理

解とご協力をお願い申し上げます。 

また、宗派では困難な状況に直面している被災地や被

災者の方へ１日も早く宗派救援金をお届けするため、災害

の種類や発生の有無に関わらず、「災害救援金口座」を設

けて対応しております。何卒ご協力ください。 

真宗大谷派災害救援金口座 

【郵便振替口座番号】 00920-3-203053 

【加入者名】 真宗大谷派  

 
新型コロナウイルス感染症の対応について、【カッコ内】

にお知らせしています。 

 教学研究会                         案内 既送 

◆日 時 ①2019 年 11 月 18～19 日（月火)済 

 ②2020 年 3 月 2～3 日（月火）【中止】 

 ③2020 年 5 月 11～12 日（月火）【中止します】 

  各回 第 1 日目 13:30～18:30（後、懇親会） 

   第 2 日目 10:00～17:00 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 藤場俊基氏（金沢教区常讃寺） 

◆内 容 教行信証 化身土巻 

◆対 象 どなたでも 

◆参加費 2,500 円／1 日（懇親会費別） 

 年会費の場合 10,000 円（全日分、懇親会費別） 

 【既に年会費をお納めいただいた方には後日返

金についてご連絡させていただきます】 

◆教師陞補 教師陞補に必要な受講証（第 2 種）が発行され

る研修会です（2 日間参加が必要）。 

◆問合せ 三条教務所（担当：西村） 

 新潟地区女性研修会                 案内 後送 

◆期 間 2020 年 5 月 25 日（月） 10:00～15:30 

 【4 月末の状況により中止/決行を決定し、次号

にてお知らせします】 

◆場 所 第 21 組願浄寺（新潟市中央区長嶺町 10-11） 

◆講 師 齊藤 研氏（第 15 組正樂寺） 

◆テーマ 「正信偈に学ぶ」～人身受け難し～ 

◆対 象 どなたでも 

◆参加費 1,500 円（昼食･茶菓子代含む） 

◆申込先 後日ご案内します。 

◆問合せ 三条教務所（担当：結城） 

 結の会のつどい              案内/申込書 既送 

（准坊守・若坊守のつどい） 

◆期 日 2020 年 5 月 26 日（火） 10：30～ 

三条教区通信 
第１５１号 

発行日  2020 年 3 月 25 日 

発行者  三条教務所長 森田成美 
発行所  真宗大谷派三条教務所 
        〒955-0071 三条市本町 2 丁目 1-57 
 Tel (Fax): 0256-33-2805 (2847) 

Email: sanjo@higashihonganji.or.jp  
Webｻｲﾄ: http://sanjobetsuin.or.jp/ 

今 月 の 法 語 
〔真宗教団連合『法語カレンダー』より〕 

三条教区災害対策委員会のお知らせ 
研 修 会 の ご 案 内 



三条教区教化重点施策「報恩講活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 ／ 「ありがとうを、誰にいいますか。」 親鸞聖人にあいにいく。報恩講。  

宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃テーマ ／ 南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう 

②

 【4 月末の状況により中止/決行を決定し、次号

にてお知らせします】 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 酒井義一氏（東京教区東京 5 組 存明寺） 

◆対 象 若手女性寺族（坊守・准坊守・若坊守など問わず） 

 男性坊守 

 ◆参加費 1,500 円（昼食代含） 

◆申込先 各組坊守会長へ 5 月 7 日（木）まで 

◆問合せ 三条教務所（担当：西村・宮堂） 

 三条教区教化センター公開講座       案内 後送 

◆日 時 2020 年 5 月 28 日（木） 14:00～16:00 

 【中止します】 

◆会 場 三条別院 

◆講 師 種村健二朗氏 

 (元国立がんセンター病院婦人科病棟医長) 

◆内 容 死や苦悩と向き合うことについて 

 医療従事者その現場に向き合ってこられた種村

先生からお話をうかがいます。 

◆対 象 どなたでも 

◆参加費 500 円 

◆問合せ 三条教務所（担当：髙田） 

 声明基本講習会              案内／申請書同封 

◆日 時 2020 年 5 月 31 日（日） 10：00～ 

 【3 月31 日から延期しました】 

◆場 所 教区同朋会館 

◆講 師 部門スタッフ 

◆対 象 どなたでも 

◆参加費 500 円 

◆申 込 2020 年 5 月 13 日（水）まで 

◆問合せ 三条教務所（担当：水野） 

 教区女性研修会                     案内 後送 

◆期 間 2020 年 6 月 5 日（金） 10:00～15:30 

 【3 月 16 日から延期しました】 

 【4 月末の状況により中止/決行を決定し、次号

にてお知らせします】 

◆場 所 三条別院 

◆講 師 三明智彰氏（九州大谷短期大学学長） 

◆テーマ 「正信偈に学ぶ」～人身受け難し～ 

◆講 題 「出遇いなおし―正信偈に聞く」 

◆対 象 どなたでも 

◆参加費 1,500 円（昼食･茶菓子代含む） 

◆申込先 後日ご案内します。 

◆問合せ 三条教務所（担当：結城） 

 墓地管理に関する学習会            案内 既送 

◆日 時 2020 年 6 月 12 日（金） 13：30～16:30 

 【4 月末の状況により中止/決行を決定し、次号

にてお知らせします】 

◆会 場 三条別院 

◆講 師 横田 睦氏 

(公益社団法人全日本墓園協会主任研究員) 

◆対 象 どなたでも 

◆参加費 500 円 

◆問合せ 三条教務所（担当：髙田） 

 （保育）新任者研修会 【本年度は中止します】 

 新任教師研修会 【本年度は中止します】 

 春季声明講習会 【本年度は中止します】 

 全戦争犠牲者追弔法会 【本年度は中止します】 

後日、文書にてメッセージを発信します。 

 坊守会役員学習会報告 2020 年 1 月 24 日開催 

教区坊守会長 永寶幸江（第 10 組淨敬寺） 

高田直来氏（駐在教導）より「これからのお寺と坊守に望

まれていること」の講義をいただきました。 

人口減少、寺離れ、社会構造の変化（地域の衰退、葬儀・儀

礼の衰退）、今私たちが直面する様々な問題提起がされまし

た。具体的な事例をあげ、構造改革と個人の主体的な取り組

みが必要であるとプロジェクターを使って説明されました。 

お寺にも時代への適応が求められるが、その「適応」という

点において坊守の果たす役目は極めて大きく、住職らと共に

寺づくりに参加していくことが願われていると結ばれました。  
¶駐在教導のつぶやきはお休みします。 
 

 

◎第 10 組宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌法要の

延期について 

先月チラシでご案内しました「三条教区第十組宗祖親鸞

聖人七百五十回御遠忌法要」は、新型コロナウイルス対策

のため、来年に延期となりました。何卒ご理解くださいます

ようお願いいたします。 

◎宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百

年慶讃懇志金の扱いについて 

昨年夏の各組所長巡回の折にお伝えしましたとおり、本

年度より御依頼しております慶讃懇志金の賞典については、

①記念品扱と②相続講扱の 2 種類がございます（2019 年

度教区報 14 ページをご参照ください）。 

そのうち①記念品扱について、お問い合わせを多くいた

だきますので、次の通りお知らせさせていただきます。 

・ 懇志金をお納めいただいたすべての方にお贈りする

ボールペンの数については、慶讃懇志金の御依頼に

使用されている門徒戸数を上限とします。ただし、門

徒戸数が 0 戸の場合は寺院用として１個とします。 

・ 5 千円以上お納めいただいた方にお贈りする腕輪念

珠については、お納めいただいた金額の範囲内としま

す（例： 1 万円の場合は 2 個）。 

・ 門徒 1 人（1 戸）につき１個としますが、ボールペンと腕

輪念珠の両方を 1 個ずつお渡しすることが可能です。 

以上、何卒ご理解ご協力賜りますようお願いいたします。 

◎教区・別院行事予定 

 日程は変更される場合があります。 

2020 年 

3/27（金） 13:30 

 14:00 

宗祖御命日逮夜法要（内勤め） 

児童教化研修会部門会議 

3/28（土） 10:00 宗祖御命日日中法要（内勤め） 

4/2（木） 14:00 御坊市執行部会 

4/3（金） 14:00 連絡協議部会（WEB 会議） 

4/6（月） 14:00 研修部会 

4/9（木） 14:00 教化部会 

教 務 所 か ら の お 知 ら せ 



三条教区教化研修テーマ ／ 共にといえる 人生を生きよう                                    

 

③

4/10（金） 9:00 

 ～16:00 

～12 日（日）教区会議員選挙立候補

届出期間 

4/13（月） 9:00 

 ～16:00 

～15 日（水）教区会議員選挙立候補

辞退届出 

4/15（水） 16:00 青少年関係 3 研修会部門全体会 

4/17（金 13:30 

  

 14:30 

 

教区坊守会役員会 

選挙管理会（投票の場合開催） 

投票管理者・投票立会人説明会（投

票の場合開催） 

4/20（月） 10:00 別院報恩講事務局会議 

4/21（火） 7:00 

 ～19:00 

 10:00 

～23 日（木） 教区会議員選挙不在

者投票日（投票の場合） 

女性研修会部門会議 

4/22（水） 14:00 企画委員会 

4/23（木） 14:00 研修部会 

4/24（金） 7:00 

 ～19:00 

教区会議員選挙の日（投票の場合） 

 

4/27（月） 13:30 宗祖御命日逮夜法要（内勤め） 

4/28（火） 10：00 

 15:30 

宗祖御命日日中法要（内勤め） 

児童夏の集い執行部会議 

以降の日程については、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大の状

況により中止または延期される場合があります。それに

ついては次号（第 152 号、4 月末発行）を参照くださる

か、教務所または別院にお問い合わせくださいますよう

お願いします。 

5/7（木） 16:00 教学研究会輪読会 

5/8（金） 12:00 ～9 日（三条市仏教会花まつり 

5/9（土） 14:00 真宗学院始業 

5/11（月） 13:00 

 15:00 

女性のための声明学習会 

保育研究部会 

5/12（火） 13:30 

 14:30 

臨時院議会 

臨時教区会（組織会） 

5/13（水） 10:00 

 14:00 

 18：30 

別院庭講・定例法話 

企画委員会 

別院書道教室 

5/14（木） 10:00 

 14:00 

 

臨時教区門徒会 

別院報恩講実行委員会教化部会 

教化ｾﾝﾀｰ学習会 

5/16（土） 14:00 真宗学院 

5/20（水） 14:00 教区改編委員会 

5/21（木） 14:00 

 15:00 

教化ｾﾝﾀｰ学習会 

声明講習会部門会議 

5/23（土） 14:00 真宗学院 

5/24（日） 14:00 別院公開講座 

5/25（月） 10:00 新潟地区女性研修会（於第21 組願浄寺） 

5/26（火） 10:00 結の会（准・若坊守研修会） 

5/27（水） 13:30 

 18:30 

宗祖御命日逮夜法要 

別院書道教室 

5/28（木） 10：00 

 14:00 

宗祖御命日日中法要（内勤め） 

教化ｾﾝﾀｰ学習会 

5/29（金） 14:00 

 16:00 

教化ｾﾝﾀｰ運営委員会 

教学研究会輪読会 

5/30（土） 14:00 真宗学院 

5/31（日） 10:00 声明基本講習会 
 

 

◎出版物のご案内 

浄土からの道－二河白道の譬えに聞く－ 

著者 大江 憲成  

発刊 2020/2/1 

頁数 184 頁   

価格 1,000 円（税別）  

〝どうせ何もない〟〝人生こんなものだ

〟…。時に生きることに行き詰まり、なげ

やりになってしまう私たち。欲望と怒りの絶

えない人生に、歩むべき確かな道は、帰るべき故郷(ふるさ

と)はどうすれば見いだせるのか。 善導大師がつくられ、親

鸞聖人が大切にされた「二河白道の譬え」に、人生を丁寧

に生き抜く道をたずねる。   

 

当会は、越後と佐渡の風土の中で、親鸞にゆかりのある

仏道の学びを、宗派を横断して新しい視野で展開したいと、

2003 年結成されたローカルパーティーです。 

現在、僧俗男女 260 名の会員が参加しています。学者

の会ではありません。親鸞聖人に関心のある方、念仏に生

きた私たちの祖先に興味のある方、仏教に関心をお持ちの

方でしたら誰でも入会いただけます。年会費\5.000- 

なお、今年の主な予定は次の通りです。 

【年間計画の予告】 

１ 特別講座（真宗教団連合新潟県支部と共催） 

・日 時 ３月３日（火）１３：３０～１６：３０ 

・会 場 真浄寺本堂（新潟市西堀２） 

・講題 「越後法論の概略とその影響 ― 三業惑乱の

前哨戦として ―」 

・講 師 井上見淳氏 

・聴講料 無料 

２ 第 17 回大会（白根大会） 

・期 日 ５月２１日（木） 

・会 場 吉運堂サルナート（新潟市南区戸頭） 

・内 容 会員総会・研究発表・記念講演 

・記念講演講師 長谷正當氏（京都大学名誉教授） 

・講 題 未定 

３ 史蹟研修旅行 

・期 間 ２０２１年１月末～３月初旬の３泊４日間 

・内 容 新潟大学柴田先生の案内により台湾の近・現代

仏教を学ぶ 

・行き先 台湾（中華民国） 

・費 用 １０万円程度 

・募集人数 ２０人程度 

４ 紀要・機関紙の発行 

・『新潟親鸞学会紀要』第 15 集 ５月刊行予定 

・「親鸞ＮＯＷ」No２９ ２月発刊（年２～３回） 

５ 関連事業 

・親鸞聖人越後御旧跡奉賛会 

・明治期の新潟新聞を読む会  
新潟親鸞学会事務局  担当 富沢慶栄 超願寺内 
〒951-8061 新潟市中央区西堀通二番町 783 
Tel 025-222-2820  Fax 025-222-2830  Email ｃｈｏｇａｎｊｉ＠ｎｉｆｔｙ.ｃｏｍ 
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